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樟 腦.の蒸 氣 壓 測 定
.窪 川 眞 男
ひ
腦 樟 の 蒸 氣 壓 に 關 しては 凱 に二 三 の 文 獻 が あ るが いつ れ も.著る し
くその値 を 異 に して ゐ るの で 信 用 萬 來 な い。 茲 に於 て 當 欷 室 吉 本氏
め
が砧 子製 壓 力 指 示 計 を 用 ひ て從 前 の 方法 と全 然 異 つ 弛 獨特 の カ'法に
の
よつ て測 定 せ られ た が 試科 の 純 度 に 關 して 疑 閾 を有 したか ら著 者 は
此 點 に特 に 注 意 して瓢 び 測 定 を行 ひ吉 本 氏 と多 少 異 つ 牝 結 果 を 得 九
の で あ る。
蒸 氣 壓 の 測 定 装 置 及 び 其 方 法
装 置 の 主 要 部 分 は バ イ レ ッ ク ス硝 子 製 の 壓 力 揃 示 計で あつ て 感 度
の
を 好 く す る 爲 め 指 針 を ラ ン プ 及 レ ン ズ に よ つ て 投 影 擴 大 し 九,そ の
結 某 に 感 度1/10D皿m以 上 で 實 驗 を 行 ふ 事 か 出 來 牝.
UtwJの 讀 み は 蒸 氣 墜 の 約1-Lmtn迄 は 水 銀 示 差 壓 力 計 を 用 ひ て1/to()
mm迄 謨 み 其 以 上 の 瞹 に な 才しば 晋 迺 の 水 銀 壓 力 計 に よ つ て1μOmm迄
讃 ん だ 。
浴 槽 はO。 よ り90囗迄 は 水 をgoo以 上2〔}O。迄 は バ ラ ピ ン を 用 ひ100鹽 以
下 の 温 度 で は 約10分 悶 其 以 上 高 温1こ な る に 從 ひ5乃 至3分 間 温 度 一







物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
(寵川 眞 男)樟 腦 の 蒸 氣 壓 測 定 (4:り
裝 置 の 接 績 は 第 一 圖
に 示 し牝。 操 作 に つ い
一Cこよ設 明 を 省 力Lう と.m」
ふ.
試 料
試 料 と して は 日本 槊i
局 法 の 棒 腦 精 製 を と り
之 を 化學 的 に 梢製 す る
こ と不可 能三な る爲 物 理
的 にar.結晶 法 と分 別 昇
華 濯…とを併 川 して 精 製
L'1_,1賭 で は 蹄 」・4日
第 一 圏
ナ
%ア ル コー ル を川 ひ 二
回4{に 精製 ベ ン ぜ ンを 川 ひ池。 此 呼縉 品 法 で大 部 分 の 不純 物 三にと
して7レ ベ ン族jE他の 布 機 物}は除 か れ る様 で あ る が更 に 分 別 昇 華 法
に よつ て結 晶 聞 に混 入.せる水及 溶 劑 並 に再 結 酷 に よつ τ も向 不分 離
の 物17fY介け ん と した。 即 再 結 晶 を 行 つ 九 樟 腦 か ら水 流 ボ ン プに ょ
つ て 溶劑 を 十 分;G.f.し約10〔)'にてPrlid乾燥 せ しめ五 酸 化燐 の 入 つ
れ 眞 空 乾燥 器 中 に約 一 ケ月 貯 哉 し仁 後 三 個 乃至 五 個 直 列 に 連 結 しナニ
る昇 華 器 の 一 端 に 入れ 顧 次 に 約9fドに熱 し乍 ら昇華 せ しめ た。 一 氣 壓
の 下 でdsYllで昇華 を 行 ふ と黄 色 の 分 解 物 を 姐す る 爲 昇華 器 の 他 の 一
端 を 眞 空 ボ ン ブに連 ぎ低 壓 の ドーで之 を行 つ ナニ.蒸 氣 歴測 定:川の試 科
と してiS中raに昇華 し楽 つ 亡 もの を 採 り前 後 の もの は 殘 して 置 い'f=.
以 上の 方 法 で試 料 を二 回fYつ弛 か 精 製 各 揩 梯 に 於 け る融 解 點 は 策
一 表 の 如 くで あ る。 いつ れ も數 回測 定 のZF均を採 り必 要 な る補 」Eを
一(xi:報)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
(4+) (rr川眞 男}樟 臍 の 蒸 氣 躍i測 定












分 別 昇 華
第一部 第二副 第三綱 第四副 第1i,
118.117&1δ178:?1ユii3.?'178.E
li8.17B.?㌔17&馴
筆 印 を 附 せ る もの は 測 定 に 使mせ る もの で あ つT}1;値は1i8.ｰｰで
あ る.之 は 吉 本 爵 のf血 ・TT.i"よ・,yしく高 い.〉 び
aiｻ
Kempfσ)178・J。に"Jliliり一 致 しτ 居 る。 然 し 乍 らFO」賊erのfdi1SK.3`
一ur,・J。よ り.は著 る し く高 い。
次 に ベ ン ゼ ンis液 に 於 け る旋 光 角 を 測 定 し比 旋x度 を 出 せ ば 箝 二





































物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
(窪川 眞 男)樟 躋 の 蒸 氣 延 測 定 .({「・)
旋 光 分 散 は 正 規 で あ つ て 常 に.1.i旋性 で あ る。
の 値 を 証 せ ば 下 のanく で あ る。
り




















之 をFoerterの値 及 び1恥udoltのfdi,一H:較す れ ば い つ れ に も よ く一
致 す る 即 ち 夫 々 下 に 記 す 如 第 三 表




蒸 氣 壓 測 定 値
壓 力 は す べ τO℃ に 於 け.
る 水銀 の 壓 に襖 算 しナニ,.
































































〔100。附 近 よ り20G尸附近 迄}
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(黙川 眞 男)樟 贋 の 落 無 壓 測 定 (i7)
.測定 結 果 に對 す る考 察
以 上 二 回行 つ?二測 定結 果 を 第 二 及 第 三 圖 に表 はセ ば 一 本 の 滑 か な
曲 線 を得 る。arし 乍 ら此 曲線 は融 解 點 に於て 折 鮎 を 右 し此 戮 が好 く
實 測 の 融解 點1i8.:i`と一 致 して 居 るの を見 る。 著 者 の'4$!_曲線 と吉
本 氏 の 曲線1盤線 に て 示 第 四
獺 野於て交陸
第1叫圖 はT-T]r,gPを
圏 示 せ る もの で 圃態 及
















液 一 氣 机 に 於 て は
Tlogl'=一 〇_d37.'J-1-5.0!1!)G'1'........................................IBI
以 上 得 牝 式 とG7aueitCh咽ymnの 式
・・P一 一士 ・CT
匙
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(45)(窪 川 眞 男 」 樟 園 の 蒸 氣 臓 測 定
1・r.v..=11.1Cnl.を得 る.從 つ て 融 解 熱I」 ぞ」,=12・43-11・15=.128CaLとな
る.
默 態 式 と し て は 高 温 に 於 て は 〔A)11;}二式 が 適 用'rれ る.が 低 温 で は
1笏分 無 理 が あ る 。 そ こ でreru=tの形 式 を 用 ひ 三x(34.9B,90.肌及 びla5.0ｰ)
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(窪川 直 男)樟 腦 の 蒸 氣 画里測 定(血1)
以 上(A)〔Bl及 び 〔Cl式よ り 出 せ る 値 と實 測 曲 線 よ り椎 定 すltの 比
較 を す る と第 六 表 の 如 くな る。
第 六 表 に あ ら は さAZJ_如 く0。 よ り10〔,。附 近 迄 は(q式 に ょ り,100●
附 近 よ り融 解 點 迄 は`A〕 式 に よ り,融觧 點 よ92椥0附 近 迄 は(B}式 に
よ つ で 十 分 好 く表 は さ れ て 居 る。1最 大 誤 差 約5%}。
摘 要
11}ooよりgoo附 近 に亘 つ て樟 腦 の蒸 氣 墜 を測 定 し7二。
h)昇 華讌 發 及 び 融 解 の 満 熱 を 計算 しt_.
(3}蒸氣 壓 を 温 度 の 繭 数 と した 三 個 の;r似式 を 得 牝。
此 實 驗 を なす に 常 り懇 切 な る指 導 を賜 はつ た堀 揚 数 搜 に對 し深 厚:
な る謝 意 ・を麦 す る。
昭 和 三 年 七 月
京 都帝國大a物 理 化學研究 室に於 て
一(&:報)一
一一_」 ■■1
